
令和６年度　いなばこども園　教育活動等に対する学校評価（保護者評価）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

55.30% 31.60% 7.90% 5.30%

73.70% 23.70% 2.60% 0%

52.60% 34.20% 7.90% 5.30%

65.80% 31.60% 2.60% 0%

36.80% 44.70% 18.40% 0%

73.70% 23.70% 0% 2.60%

26.30% 50% 21.10% 2.60%

学校評価委員会

評価委員の意見

⑤の辺りは、小学校でも大切にしていることである。集団生

活では、HELPを出せることが大切である。こども園でもぜ

ひ大切にしてもらいたい。

子どもと職員は、良いコミュニケーションが取れているか。

嬉しいことや悩みなど、何でも話せるような関係が信頼の構

築にも繋がる。また、職員と良いコミュニケーションを取る

ことで、子どものコミュニケーション能力を育むようにして

ほしい。

⑥お子さんには友達がいるようです

か
97.30%

97.40% 2.60%

⑦お子さんは自分の思ったことを友

達に言えるようになりましたか
81.10%

76.30% 23.70%

2.60%

⑤お子さんは困った時、園の先生に

自分から話ができるようになってき

ましたか

89.20%

81.50% 18.40%

①お子さんは園に行くのを楽しみに

していますか
94.60%

保護者の実感できる子どもの成長につい

ての問いである。①、③、⑤、⑦の項目

でポイントを下げている。実数にすれば

２～3人の減であるが、特に①について

は謙虚に原因を考えたい。

⑤や⑦については、本年度「話す・聞

く」という点に重点をおいて保育・教育

活動を行うように職員で共通理解を図っ

た。

給食について（③）は提供方法が変更に

なり、保護者からも子どもたちからもお

おむね好評である。

86.90% 13.20%

②お子さんは園で遊びを楽しんでい

るようですか
100%

97.40% 2.60%

③お子さんは園の給食を楽しみにし

ていますか
91.90%

86.80% 13.20%

④お子さんはクラスの先生を信頼

（頼りに）していますか
100%

97.40%

令和６年度　いなばこども園　保育教育活動に対する園評価（保護者アンケート結果）

問い
昨年度

A+B値

自己評価

園としての課題や改善策
下段はA+Bの数値 下段はA+Bの数値

　Ａ＝はい、そう思う　Ｂ＝大体当てはまる　Ｃ＝あまり当てはまらない　Ｄ＝いいえ、そう思わない　　



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 学校評価委員会

評価委員の意見
問い

昨年度

A+B値

自己評価

園としての課題や改善策
下段はA+Bの数値 下段はA+Bの数値

55.30% 36.80% 7.90% 0%

60.50% 31.60% 7.90% 0%

55.30% 42.10% 2.60% 0%

68.40% 23.70% 7.90% 0%

55.30% 28.90% 15.80% 0%

60.50% 36.80% 2.60% 0%

55.30% 39.50% 5.30% 0%

50% 44.70% 5.30% 0%

42.10% 39.50% 18.40% 0%

63.20% 31.60% 5.30% 0%

保育・教育活動に対する園の姿勢を尋ね

た問いである。殆どの問いが昨年度並み

であったが、⑯おいては、昨年度より大

きく数値を挙げている。

広報活動はお便りや掲示物、ホームペー

ジをはじめ様々な保育教育活動が分かり

易く伝わるように、心掛けてきた。その

成果が表れたものと思われる。今後も継

続したい。

97.30% 2.60%

⑰園の子どもたちは明るく素直に

育っていますか
97.30%

94.80% 5.30%

⑭遊具、施設は子どもたちの発達段

階に即した適切なものになっていま

すか

94.70%

94.80% 5.30%

⑮園は子どもたちの安心安全に配慮

していますか

2.60%

⑪教職員は子どもたちの良いところ

を見つけ伸ばそうとしていますか
97.30%

保護者や子どもに寄り添った教職員の姿

についての問いである。殆どの問いが昨

年度並みの数字を残している中、⑫につ

いては大きく数値を下げた。

職員には、保護者の立場を理解し、保護

者の話に温かく耳を傾けるよう、カウン

セリングマインド等の研修を通して指導

を行っていきたい。

92.10% 7.90% ⑫の数値が低い。相談相手になるためには、保護者との信頼

関係を築くことが大切だと思う。信頼関係を築くためには、

なんでも遠慮することなく、気づいたことは保護者に伝えて

ほしい。特に、若い先生など、遠慮することなくお願いした

い。

お便り帳は、気さくに書きたい気持ちがある。しかし、書く

量の多少や文字で伝えることの難しさなどがあり、担任に上

手く思いが伝わるかどうか案じてしまう。

⑯の数値が上がったのは良いことである。やはり、園の状況

や子どもたちの様子を積極的に知らせることが大切である。

都合の悪いことでも、隠すことはやめた方が良い。一度隠す

となかなか本当のことが出てこなくなってしまう。言う（伝

える）タイミングが難しいところではあるが、正直に、包み

隠すことなく保護者に話をした方が良い。

94.80%

94.70% 5.30%

⑯園は子どもたちの様子を積極的に

お知らせしていますか
65.80%

81.60% 18.40%

⑬園は明るく楽しい雰囲気ですか 97.40%

⑩教職員はお子さんの健康や安全面

について気をつけていますか
97.40%

97.40%

94.80%

84.20% 15.80%

92.10% 7.90%

⑫教職員は保護者の方の相談相手に

なっていますか

⑧教職員はお子さんの園での生活の

様子をよく見てくれていますか
94.60%

⑨教職員はお子さんが園で楽しく遊

べるよう保育をしていますか
100%

92.10% 7.90%


